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議
員

　
釜
石
に
は
海
、
漁
業
、

生
産
者
、
料
理
人
と
い
う
豊
か

な
食
の
現
場
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
つ

な
ぎ
、
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

一
次
産
業
、
飲
食
店
が
連
携
す

る
釜
石
な
ら
で
は
の
食
育
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

を
伺
う
。

教
育
部
長　

市
内
小
中
学
校
で

は
栄
養
教
諭
に
よ
る
指
導
や
地

場
産
品
を
活
用
し
た
給
食
、
体

験
学
習
を
継
続
し
て
お
り
、
一

定
の
成
果
が
出
て
い
る
。
一
方
、

関
係
主
体
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ

仕
組
み
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

今
後
は
既
存
計
画
の
枠
組
み
の

中
で
連
携
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
。

議
員

　
給
食
に
お
け
る
「
お

い
し
い
」
と
は
何
か
。
定
義
を

問
う
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

給
食
に

お
け
る
お
い
し
さ
と
は
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
と
安
全
性
を
前
提

に
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
安
心

し
て
継
続
的
に
食
べ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
嗜
好
と
の
調
整
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

人
材
育
成
と
大
会
誘
致

議
員
　
人
材
育
成
を
業
務
効

率
化
に
と
ど
め
ず
、
ま
ち
の
総

合
力
を
高
め
る
戦
略
と
し
て
位

置
付
け
る
考
え
を
伺
う
。ま
た
、

職
員
個
人
の
成
長
が
地
域
課
題

の
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が

る
の
か
、
そ
の
方
向
性
は
ど
う

か
。

市
長　
人
材
育
成
は
行
政
運

営
の
基
盤
で
あ
り
、
計
画
的
な

研
修
や
学
び
あ
い
の
取
組
を
進

め
て
い
る
。
職
員
が
主
体
的
に

学
び
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
官
民
連
携
も
含
め
、
学
び
を

実
践
に
つ
な
げ
、
地
域
課
題
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
る
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
２
０
１
９
年
大
会
で

釜
石
は
世
界
に
強
い
印
象
を
残

し
た
。
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
一
過

性
の
も
の
と
せ
ず
、
次
世
代

や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

２
０
３
５
年
大
会
に
対
し
、
釜

石
市
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
見

い
だ
し
、
ど
の
段
階
で
判
断
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

大
会
招
致
は

交
流
人
口
の
拡
大
や
郷
土
愛
の

醸
成
な
ど
、
大
き
な
価
値
を
持

つ
取
組
で
あ
る
。
特
に
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
効

果
は
大
き
い
。
一
方
で
、
財
源

の
確
保
や
受
入
体
制
の
整
備
、

市
民
的
合
意
が
課
題
だ
。
国
や

県
、
日
本
協
会
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
市
民
や
関
係
者
の
声

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
段

階
と
考
え
る
。

給
食
に
お
け
る
「
お
い
し
い
」
と
は
何
か

栄
養
と
安
全
性
を
前
提
と
し
た
お
い
し
さ

2019 年 RWC、釜石鵜住居復興
スタジアムにて

質 問 項 目

村 田 信 之

・食育について
・人材育成について
・ＡＣＰについて
・ラグビーワールド
カップ次回日本開催に
ついて

一 般 質 問（文責本人） 一 般 質 問（文責本人）

村田議員の
動画はこちら


